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研究要旨 
2001 年、日本の外国人登録者数は過去最高の 1,778,462 人である。1990 年以降、特に中部地方

で南米出身の日系人が著しく増加している。地域別にみると 1990 年、愛知県における外国人登録

者は 79,161 人、ブラジル国籍者は 10,764 人であった。しかし、2001 年には 149,612 人、ブラジル

国籍者は 51,546 人となった。わずか 10 年で 5倍以上の増加であり、現在も増加の一途をたどって

いる。 

外国籍住民とは言葉が十分通じない、文化が違う、住民としてのルールが十分伝わらないといっ

た問題がある反面、彼らはすでに地域社会を構成する構成員としての役割を果している。外国籍住

民との共生は地域社会における自治体の重要な課題である。いかに、彼らを積極的に社会の中に取

り入れ、その力を発揮させ、豊かな地域を形成する機会を作ることができるかである。 

愛知県安城市教育委員会は社会的弱者に配慮したＩＴ講習会として全国初の試みとして外国人

向けＩＴ講習会事業を展開し、大きな成果を得ている。ここではそのモデル事業を紹介すると同時

に、今後の多民族文化社会における行政とＮＰＯとの連携のあり方を考察する。また、本研究メン

バーとＩＴ講習会に参加した外国人講師メンバーとの協働によって多言語母子保健情報を作成す

ることができたので紹介する。 
 
 
Ａ 安城市外国人向けＩＴ講習会事業 
 

１．安城市における外国人の増加 
 
近年、ますます安城市においても外国人労働

者が多くなってきている。安城市の外国人登録

者数は 2001 年１月末日現在の 3,200 人から、

2002 年１月末日現在 3,700 人へと、著しい増加

を示している。その背景には、好調な自動車産

業の現状がある。全国的に不況の中、この地方

だけはトヨタ系企業の好調さに支えられ、季節

工等の短期就労者への求人が多くあり、外国人

労働者が集まってくる状態となっている。西三

河地域八市で増加しており、特に日系人の増加

が著しい。 
 
２．ＩＴ講習会外国語コースの開設 
 

安城市平成 12年 12月定例市議会一般質問の 

なかで、身体に障害のある人を対象にＩＴ講習

会を開催してほしいという要望があがった。ま

た、この機会に小中学校で教育委員会が直面し

ている外国人児童・生徒の問題と併せて状況の

改善を検討したいという要望もあった。この要

 139



望を受け、平成 13 年度より身体に障害のある

人と外国人向けの講習会を特別コースとして

実施することとなった。またＩＴ講習会では、

文部科学省から社会的弱者にも手を差しのべ

情報技術の基礎教育を施す講習会を開催して

ほしいとの要望もあった。 

身体障害コースは、ＮＰＯ愛知ネットが視覚

障害・聴覚障害・肢体不自由で車椅子使用者及

び来庁可能な障害者を対象とした講習会を主

に担当した。外国人向けは、安城市教育委員会

生涯学習課が全面調整後、ＮＰＯ愛知ネットに

事業委託した。ポルトガル語・スペイン語・英

語・中国語で講習会が開催できれば、安城市在

住外国人の９割以上が対応できることになり、

行政情報があまりうまく連絡できていない外

国人にとって有効であると判断し、それらの多

言語ＩＴコースを開催した。その後、安城市Ｉ

Ｔ講習会予算には厚生労働省、総務省、安城市

から予算が出されている。（表１） 

 

３．ＮＰO愛知ネットと行政の協働 
 
安城市生涯学習課の事業委託先特定非営利 
活動法人ＮＰO 愛知ネットは災害救援事業を
主な活動目的としており、安城市ＩＴ講習会外

国人コースの受講者を取り入れた災害救援情

報網を構築しようとしている。阪神大災害時に

は、外国人に十分に情報が伝わらなくて避難場

所に避難できなかった状況の反省から、外国語

による情報をインターネットを通じて広く提

供できるようホームページを開設する予定で

あり、準備段階として外国人向けの母国語によ

る行政情報等をホームページに掲載する作業

に取り組んでいる。 
 翻訳をＩＴ講習会で活躍した講師・アシスタ 
ント等に依頼し、内容の充実を図ると共に、自 
分達でホームページの管理ができるよう「地域 
ＩＴリーダー」として育成することをもめざし 
ている。 
なお、安城市としては、将来きたるべき東海

大地震に備え、事前に災害に対応した組織を創

設したい意向があり、そのためには、市民のボ

ランティアを中心とした自主防災意識の高揚

と組織作りの中心に NPO 愛知ネットを活用し
たい考えがあった。双方にとってメリットが大

きいため、協働を通じて NPO を育成する方針
となった。ただ、NPO 単独では、資金的にゆ

とりがないため、安城市が資金面のほか使用施

設や使用機器一式の準備と市内全世帯に周知

徹底を図り、講座運用面は NPO が主に担当し
好結果を得た。NPO 愛知ネットの職員はパソ
コンによる機械設計をしていた人達が立ち上

げた組織であるために高度な作業も担当でき、

総合的な能力が非常に高かった。 
 

 
写真１ ＩＴ講習会多言語テキスト 
 

Ｂ IT講習会外国語コースの実際 
 
１．目的 
 
パソコンにふれたことのない人や職場で活

用したい人、学ぶ機会のなかった人などを対象

にパソコンの便利さや楽しさを知ってもらう

ためにＩＴ講習会を企画した。 

 

２．実施内容 

 

１）募集方法と応募受付：受講生の募集案内を

ポルトガル語、スペイン語、英語、中国語の４

ヵ国語に翻訳し、市広報の生涯学習ＩＴ特集号

に掲載して、これを全世帯に配布した。応募の

受付や電話による問い合わせに対して、大部分

は母国語で応対した。 

２）開催場所と使用機器：講習会の場所は、市

の中央に位置し、諸設備が完備されている安城

市文化センターとした。講習会は１回２時間で

６回、計 12 時間とした。講義には最新鋭のパ

ソコン連動型オーバーヘッドプロジェクター

を用い、受講者に新規購入したパソコンを一人

１台ずつ割り当て、無線ＬＡＮによりリアルタ
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イムで学習できるようにした。また全機種をイ

ンターネットに接続し、楽しくネットサーフィ

ンが出来るようにした。なお、教室に配置する

コンピューター数は 20 台を標準とした。 

３）外国語コーディネーターの選定：外国語や

外国人について経験豊かなボランティアのコ

ーディネーターを選定して、次の項目を実施し

た。 
①テキストのトランスレーター、講習会のイン

ストラクター等のスタッフを編成する。 
②市の講習責任者と円滑な運営について細部

に亘る打ち合わせをし周知徹底をはかる。 
③講習会では、外国人スタッフと受講生、スタ

ッフ相互間の細部調整を適時に行う。 
④必要に応じ計画書や報告書を作成する。また

講習の状況を写真やビデオで記録する。 
 
４）スタッフの編成：コーディネーターはこれ

まで培ってきた人脈を活用してテキストのト

ランスレーター、講習会のインストラクターや

アシスタントを選定した。 
５）テキストの編集：見やすくて楽しみながら

学ぶ内に、ＩＴに対する理解が進むような テ

キストを新規に作成することにした。編集方針

は①小冊子にして記載内容を全部学習できる

ようにした。②文章は可能な限り省略し、出来

るだけ大きい文字を用いて見やすくした。③カ

ラフルなイラストを多用して、楽しい内容にし

た。（写真１） 
６）テキスト翻訳とインストラクター：日本語

テキストをポルトガル語、 スペイン語、中国
語および英語に翻訳した。さらに、それぞれの

母国語で説明できるインストラクターやアシ

スタントを配置して、在住外国人の 90％以上 
は母国語で講習が受けられようにした。 
７）ＩＴのスペシャリスト：各教室には定員 20
人の受講生に対し、２、３人の母国語アシスタ

ントのほかに、ＮＰＯ愛知ネットから派遣され

たＩＴのスペシャリストが常時２、３人待機し

て授業をフォローアップした。（写真２） 
 
３．IT講習会外国語コースの実績 
 
１）参加人数 
総数 730 人、平成 13 年度 250 人（前期 96
人、後期 154 人）、平成 14 年度 480 人（前期
245人、後期 235人）であった。 

２）言語・国籍別受講者数 
 総数のうち、ポルトガル語が380人（52.1％）、
スペイン語が 214人（29.3％）、中国語が 69人
（9.5％）、英語が 67人（9.2％）であった（図
１、表２、３）。 
３）男女別受講者数 
総数 730人の内、男性 351人（48.1％）、女
性 379人（51.9％）であった（表４、５）。 
４）年齢別受講者 
総数の内、10代が 131人（17.9％）、20代が

126 人（17.3％）、30 代が 237 人（32.5％）、
40代が 159人（21.8％）、50代が 51人（7.0％）、
60代が 24人（3.3％）、70代が 2人（0.3％）
であった（図２、表６、７）。 

 
 写真２ ＩＴ講習会の様子 
（常に母語によるアシスタントがサポート） 
４．ＩT講習会外国語コース成功の要因 
 
１）外国人受講生参加割合の高率 
安城市民 163,965人(平成 14年 3月 31日現
在)に対しこの期間の受講者が 9,769 人であり
全体の約 6.0%になる。一方、安城市に在住す
る外国人は約 3,700人であり、言葉の点で問題
のないオールドカマーの在日韓国朝鮮人を除

けば、約 3,400人がニューカマーである。一般
市民と同様に約 6.0%が受講したとすれば 204
人になる。これ対し実際の受講生の延べ数は

730 人(平成 13 年度、14 年度総数)であり、一
般市民の約 3.6倍になる。このように盛況であ
った背景には、いくつかの要因が考えられる。 
 すでに述べたように募集案内は市広報のＩ

Ｔ特集号により母国語で行った。テキストは母

国語、インストラクターやアシスタントも母国

語で説明してくれる。このような大きなメリッ 
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トのほかに、次のような項目も寄与していると

思われる。 
①受講資格を安城市に在住・在職する人に限ら

ず、愛知県内に在住する外国人とした。 
②以前の講習が楽しかったので再受講したい

と言う人が多数あり、これも受け入れた。 
③再受講に当たって、テキストを所有する者に

は、受講料を無料とした。 
④インストラクターが母国の人達に直接働き

かけて受講するように勧誘した。 
⑤受講申込の締め切り日を弾力的に運用した。 
⑥受講資格に、年齢制限を設けなかった。 
⑦週日は働いている受講生の便宜を図り、土曜

日と日曜日だけの開講とした。 
 そのほか受け入れ側として、受講希望者の急

増に対応した教室の準備と要員の確保ができ

たこと、受講生と主催者との親しみを深めるた

め、受講中に写真を撮り、ほぼ全員に配布した

ことなども挙げられる。 
２）ボランティアの選別・雇用・育成 
この、安城市 IT講習会外国語コースにボラ 
ンティアで協力を申し出る外国人が多くある

が、その多くは、永住資格又は定住資格があり、

経済的にも安定しており、家庭的にも問題がな

かった。また社会的な貢献を志しており、母国

では専門知識を持つ優秀な者が多かった。参加

状況・協力状況や能力・人柄を見極めたうえで、

講師（インストラクター）又は、アシスタント

として雇用した。アシスタントはいずれ講師に

育ててゆく実習期間であるとの考えから報酬

に差をつけないで対応したが、この結果、講師

とアシスタントとの関係が良好であり、よくま

とまった。ただ、受講者の多くは、既に就職し

ており、この講習会を受講して新たな就職先を

見つけ出すといった感じはあまりなかった。そ

れよりもむしろ、現在の仕事に役立てたいとい

った職能のスキルアップを目指し、職域を広げ

たいといった意向が伺え、ＩＴ講習会以外の講

習会も母国語で開催してほしいとの要望もあ

った。 
３）受講者の要望を取り入れる工夫   
また、外国語コースは、一般コースと異なり、 
和気あいあいで、隣の受講者が助け合う雰囲気

があり、楽しい講座となっている。彼らは、こ

の講習会に出席して、母国語での情報交換や仲

間づくりもしており、お互いができるかぎり、

協力しようとしている。平成 13年度に 10代の

受講生は 27人（10.8％）であったが、平成 14
年度には 10代の受講生は 104人（21.7％）に
急増している。これは、楽しく学べるという環

境も大きな要因であろう。 
外国人の多くは平日に仕事をしていること

から、外国語コースは土、日に開講することと

した。そのため、休日に子どもだけを自宅に残

すことはできず、家族連れでの参加を認めるこ

とにした。その結果、日本語がまだ十分にわか

らない外国人にとっては、日本語がある程度理

解できる自分の子どもとの参加によって学習

効果はさらに高まることとなった。これが口コ

ミにより広がり、参加者の急増となったのであ

る。（写真３） 
 

 
写真３ ＩＴ講習会の様子（親子での参加） 
 
平成 14 年度からは、各言語によるアンケー
ト用紙を作成し、この講習会の意見の集約に努

めた。その結果、「よくわかった」、「職場で役

立つ」、「非常に満足している」、「自分のパソコ

ンを使うことが多くなった」、「パソコンを購入

したい」、「Excellをさらに学びたい」等の感想
が寄せられた。また、外国語コースに対する賛

辞と感謝とともに要望も寄せられた。そのひと

つに講習会終了時に受講を証明する「修了証」

を交付してほしいとの要望があった。これは、

アメリカ合衆国等では、職能教育（リカレント

教育）として教育終了者に修了証明を出す制度

がある。これによって昇給があり、職階が上が

る等の待遇改善が社会制度として構築されて

いる。このため、外国語コースではこの制度を

見習い「修了証」を交付したので、大変好評で

あった。（写真４） 
平成 14年度の要望では、外国人向けの母国 
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語による幅広い範囲での講習会を開催してほ

しい、安城市文化センターだけでなく、他市で

も多くの会場で開催してほしい等の要望があ

った。また、この外国人向けＩＴ講習会を日本

語仕様のパソコンも対応できるよう日本語で

講習してほしいとの要望もあった。平成１5 年
度は、母国語によるＩＴ講習会受講済者を対象

に日本語によるＩＴ講習会の開催を検討して

いる。 
ＩＴ講習会の外国語コースを支援している

メンバーの多くが平成 13 年度は、パソコンを
持たず、携帯電話の Eメールアドレスもほとん
ど持っていなかった。平成 14 年になって、ご
く最近加わった１人を除き、全員に Eメールで
連絡出来るようになり、非常に便利になった。

このことは講習会が転機となり、身の回りから

急速にＩＴ化が進んだ結果であり、講習会の成

果と言っても過言ではないと思われる。 
今後のテーマとしては、マイクロソフトのエ

クセルを取り上げるか、年賀状（彼等にとって

は Season's Greetings Card）の作成方法を採
用するか、長短を比較検討中である。理由の一

つに、受講生の求職の便宜を図り、マイクロソ

フトのワードとエクセルの基礎を習得してお

けば、彼等の職域が広がり、新しい職種にも転

身できる可能性もある。このようになればＩＴ

講習会の大きな成果となる。 
 
Ｃ ＩＴを使った多民族文化社会における 
母子保健情報の普及 

 
 本研究班メンバーは安城市外国人向けＩＴ

講習会事業の視察を行った。（写真５）そこに

集う人々は非常にすばらしいＩＴによる多言

語母子保健情報を発信することのできるのシ

ンクタンクでもあった。もちろん外国籍住民と

してそのニーズも当事者として充分に実感し

ている。 
 受講者が学んだ能力を行政にフィードバッ

クすることで相互の連携はさらに強められる。

保育園において、外国人保護者との意思の疎通

が必ずしも十分ではなく、課題となっている連

絡文書を市の児童課保育係に選出してもらい、

ＩＴ講習会外国語講師メンバーに翻訳依頼を

行った。その結果、外国人保護者と園との連絡

文書について３例、ぎょう虫検査連絡票・尿検

査連絡票・薬依頼書を選出した。それらをポル

トガル語・スペイン語・英語・中国語・タガロ

グ語に翻訳した。これには研究班の依頼を受け

たコーディネーターが各言語のインストラク

ター一人一人に日本語の連絡文書を手渡し、翻

訳文をメールで回収した。その後、アシスタン

トにチェックを依頼してまとめた。外国人スタ

ッフが、メールで交信できる事は、スピードと

正確さを増す上で有効であった。来年度から、

この様式を採用することが市で決まっており、

実際に今回翻訳した多言語母子保健・保育情報

を安城市児童課にて使用することとなった。

（資料 多言語母子保健・育児情報翻訳文） 

 
写真４ ＩＴ講習会終了者へ「修了証」の交付 
 
Ｄ 緊急地域雇用特別基金事業の効果 
  
今回の緊急地域雇用特別基金事業は、厚生労

働省の計画により市町村独自の計画が立てら

れたことが大変好都合であった。ＩＴ講習会事

業開催にともなってインストラクターやアシ

スタントの雇用が創設されたことは勿論のこ

と、受講者もここで習得した技術を職場で活用

できること、就職条件がよくなること、対応で

きる職種が広がること等が挙げられる。 
愛知県西三河地区は、他の地域に比べ自動車

産業が好調で、短期雇用ではあるが、求人が比

較的多い。特にインターネットで情報の検索や

送受信ができ、かつマイクロソフトのワード・

エクセルを総合的に扱える人達への求人は多

く、時給 1,200円から 1，500円の範囲である。
一般募集の時給 800円程度と比較すれば、かな
り条件が良いため、このことを考慮した受講者

も多いように見受けられた。この受講申込者の

中には、一般主婦の内パートタイマーで働いて 
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いる人達や会社員が多く、職能教育のスキルア

ップにつながったと思える。受講者の選択方法

は社会的に必要度の高い順から選ぶことにし

ており、職業上必要とする人、会社員、パート

タイマーと小さな子どもを抱えて講習を日ご

ろ受けることのできない人を優先的に受講で

きるよう配慮した。 
予算の内訳は平成 13 年度は外国人向けのイ
ンターネットのテキスト（４カ国語版）の作成

と視覚障害者用点字テキスト・拡大墨字テキス

ト及び音声フロッピーの作成で 1,000万円。平
成 14年度は、外国人向けのワードテキスト（４
カ国語版）の作成と視覚障害者用点字テキス

ト・拡大墨字テキスト及び音声フロッピーの作

成で 1,400万円。ワード講習会開催費用 2,100
万円である。 

 
Ｅ 考察 
 
このＩＴ講習会の受講者は外国からの出稼

ぎ労働者ではあるが、多くが日系人であり、定

住化傾向にある。日本国内での滞在期間が平均

で 10 年、職業も安定していた。本国では比較
的高学歴の部類に属している人達が多く、その

ため、知識や技能取得に対する意欲が高く、同

国人の地域リーダー的な人材が多く集まる結

果となった。またＩＴ講習会がきっかけとなり

優秀な人材が育っている。           
平成 13 年度の英語のインストラクター（イ
ンド人男性：インドの大学を卒業後イギリスに

留学、ドイツでレーザに関する学位を取得）が

立命館大学で研究員として招聘され学生や研

究者に講義をしている。平成 14 年度のあるポ
ルトガル語の女性インストラクターは安城市

の臨時職員として雇用され、平成 15 年度から
は、常勤の臨時職員となることになった。また

別のポルトガル語女性インストラクターは地

元 CATV による FM ラジオ放送局のディスク
ジョッキーとなり、ポルトガル語による行政情

報の伝達の役割を果たすようになった。                       
外国人が多くなり、文化意識の違いに起因す

るトラブルや苦情が町内会に持ち込まれるよ

うになった（ごみを放置する、公園で集会して

火をたく、夜中まで騒ぐ等）。このような問題

の多くは、町内会では対処できず市の行政的な

対応が求められるようになってきた。こうした

内容を精査すると、原因は相互の意思疎通が不

十分なことが多く、連絡さえできれば、かなり

改善されることが判ってきた。このため、ＩＴ

講習会受講者の協力を得て、この種の問題解決

のために活躍できる方法を検討している。具体

的には、住民に必要な行政関連情報を自前です

べて翻訳するのではなく、迅速かつ低コスト化

を図るため、ＩＴを駆使して先例を取り入れ、

本市に適応した内容に改編し、でき上がった翻

訳を市の内外を問わず、関係各方面へより使い

易い内容にして行くシステムの構築である。 
 さらに、安城市としては、マイクロソフトの

エクセル講習を今後実施してゆきたいと考え

ている。これを実施することにより、一般市民

及び外国人についても職能向上となり、就職で

きる条件がより有利になるためである。 
 全国的な展開としては、外国人の医師・看護

師資格等を有する人達を雇用し、外国語による

医療相談・指導をインターネット上で行うこと

もでき、医療専門通訳として活用することがで

きる。また、各自治体間で外国人のための生活

必要情報・災害情報の提供、教育や医療の問題

を専門的に対応できる共同の機関が設立でき

ればより有効に機能できると考えられる。 
 

 
写真５ 厚生労働省研究班視察の様子 
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Ｆ 安城市ＩＴ講習会外国語コース講師メン

バー等協力者 
 
・外国語コースコーディネーター 
 鈴木隆敏 
・ポルトガル語 
 Suely Sayuri Yoshida 
  Cibele  Akemi  Koda   
 Simone Akemi Yamane 
・スペイン語 
   Iraha Juan 
    Rojas Santos Jose Carlos 

Arthur Shigueru Góngora  Morisaki  
Sandra Cynthia Solano Yto－Gismond  
Góngora  Jorge  
Beatris  Genoveva  Lópes  Sakibaru 
Rosa  Ykegawa  Carcausto  
William Wilfredo  Zaranngo  Marchan 
 Osvaldo  Vargas  Flos  
・中国語 
金 喜淑 

    宮崎 真理子 
李 紅勤  

・英語 
西野 まり 
森 安有美 
菰野 愛 
Yash  P.  Kathuria 

・タガログ語・英語 
Lei  Ishikawa  

・使用機器の整備、翻訳テキスト印刷、インス

トラクターの派遣など 
特定非営利活動法人 NPO愛知ネット  
代表理事 天野 竹行 

・講習会記録  
安城市生涯学習課 臨時職員 伊藤通義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ 提言 
 
１．地域在住の外国人向けＩＴ講習会事業を

各自治体が推進できる体制を推し進める。 
２．ＩＴ事業に有益な在住外国人の活用がで

きる環境を整える。 
３．外国人のための生活必要情報・災害情報の

提供システムの全国規模での構築。 
４．保健医療福祉問題に対応できる全国的機

関の設立。 
 
 
＜厚生労働省研究班 安城市ＩＴ講習会視察メンバー＞ 
牛島廣治（東京大学大学院医学系研究科発達医科学） 
李 節子（東京女子医科大学大学院看護学研究科） 
高橋謙造（恩賜財団母子愛育会リサーチレジデント） 
井上千尋（東京女子医科大学看護学部） 
堀田正央（東京大学大学院医学系研究科発達医科学 

教室博士課程） 
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表１ 安城市ＩＴ講習会予算 

 

年度 / 財源 総務省 ＊厚生労働省 文部科学省 安城市 計 

平成 12年度   25 20 45 

平成13年度 65 10   75 

平成14年度  7 36  37 80 

     計 72 46 25 57 200 

                     ＊厚生労働省:緊急雇用対策費      単位 百万円 
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英語（9.2％）

図１　言語別受講者割合(平成13年、14年総数）

n=730

 

ポルトガル語（52.1％）

スペイン語（29.3％）

中国語(9.5％）

 
 
 
 
 

表２ 平成13年度 ＩＴ講習会外国語コース受講者 
 

受講者の国籍 
言語 前期 後期 合計（％） 

前期 後期 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 42 58 100(40.0) ﾌﾞﾗｼﾞﾙ  41 日本 １ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 58   

ｽﾍﾟｲﾝ語 27 74 101(40.4) ペルー  27   ペルー 73 チリ 1 

中国語 7 12 19(7.6) 中国 6 日本 1 中国 12   

英語 20 10 30(12.0) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ  11 日本 9 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 6 日本 4 

合計 96 154 250(100.0) 96 154 
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表３ 平成14年度 ＩＴ講習会外国語コース受講者 
 

受講者の国籍 
言語 
インターネ

ット 
ワード 合計（％） 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ講習会 ワード講習会 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 153 127 280(58.4) ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 153 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 127 

ｽ ﾍ ﾟ ｲ ﾝ 語 47 66 113(23.5) ペルー  47 ペルー  66 

中 国 語 26 24 50(10.4) 中国    15  日本 11 中国   6  日本18 

英 語 19 18 37( 7.7) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ  12  日本 7 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ    8  ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 4  日本 3 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ   2  ロシア 1 

合計 245 235 480(100.0) 245 235 

 

 

 

 

表４ 平成13年度 ＩＴ講習会外国語コース男女別・言語別受講者数 

 

言語 男（％） 女（％） 合計（％） 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 47（47.0） 53（53.0） 100(100.0) 

ｽﾍﾟｲﾝ語 63（62.4） 38（37.6） 101(100.0) 

中国語 6（31.6） 13（68.4） 19(100.0) 

英語 8（26.7） 22（73.3） 30(100.0) 

合計 124（49.6） 126（50.4） 250(100.0) 

 

 

 

 

 
表５ 平成14年度 ＩＴ講習会外国語コース男女別・言語別受講者数 

 
言語 男（％） 女（％） 合計（％） 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 138(49.3) 142(50.7) 280(100.0) 

ｽﾍﾟｲﾝ語 63(55.8) 50(44.2) 113(100.0) 

中国語  14(28.0) 36(72.0) 50(100.0) 

英語  12(32.4) 25(67.6) 37(100.0) 

合計 227(47.3) 253(52.7) 480(100.0) 
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図２　ＩＴ講習会外国語コース年度別年齢別受講者分布
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表６ 平成13年度 ＩＴ講習会外国語コース年齢別受講者 
 

年代 前期 後期 合計（％） 

１０代 14 13   27（ 10.8） 

２０代 15 28   43（ 17.2） 

３０代 41 59  100（ 40.0） 

４０代 17 45   62（ 24.8） 

５０代 3 8   11（  4.4） 

６０代 4 1   5（  2.0） 

７０代 2 0   2（  0.8） 

合計 96 154  250（100.0） 

 
 
 
 

表７ 平成14年度 ＩＴ講習会外国語コース年齢別受講者 
 

年代 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾜｰﾄﾞ 合計（％） 

１０代 64 40 104（ 21.7） 

２０代 39 44 83（ 17.3） 

３０代 67 70 137（ 28.5） 

４０代 44 53 97（ 20.2） 

５０代 19 21 40（  8.3） 

６０代 12 7 19（  4.0） 

７０代 0 0 0（  0.0） 

合計 245 235 480（100.0） 
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